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　　　　　　　　　　　花山天文垂　　申
　彗星2月には例年雪模様の爲に天氣が
悪いが，今年も月始めを除いて窺眞撮影の
幽來る日は無かった，例年3月中頃からよく
なる筈．從ってライヴス彗星も襯測の見込
みがなくなってしまった．
　小遊星イシス（42）lsisは4月19日衝にな
る．位置は1925年分黒占で
　13日寺　　47．5分十10　44ノ
　日々運動　一〇・95分＋3・3分　光度10・6等
イシスは1856年5，月23日オックスフォード
天文垂でポグソンが讃古した．
　1952年AA　ユ月1日早々ハイデル＾ミルビ
天文奎のラルフ氏は双子座で13．5等の1932
年最初の新小遊星を螢見した・此の星は1
月10日と12日に観測されたが1月6日止の附
近を筆者の撮影しておいた原板に此の星の
像がみつかった．
　爲眞観測と立二刀
　乾板上で攣光星或は小遊星の様な移動し
た天田を手早く檎出するには，時を異にし
て撮影した原板二心を交互に比鞍するので
なしに，立髄鏡にかけて二心の原板を一枚
づN左右の眼で見ると，塗化のあるものや
移動したものは浄び上って見えるから割合
に早く二巴出來る．此の際に左右の原板を
交互に照すと攣干したものは浩長し移動し
．たものは躍って見えるから爾ぼ更早く払出
される．此の装置をしたものを閃光比較鏡
Blinkcomparatorと直し，近年天日観測に
盛んに使はれる・多数の攣光星や恒星の固
有運動はこれで見出すのである．後者はツ
ァイスの製品で一萬圓以上もする精密品で
あって測定も出來る．筆者の手許に手札板
用の手製のものがある．
キス天丈壷では1922年あたりから
Biesb　roeck．氏が主となって小笹麹観測を始
めた．使用器械は有名な60センチ反射鏡で
引績き二放撮影しBLnkcomparatorで検出
して居る．20分露出すれば約】6等星の小遊
星が撮影し得る由である．原板の測定には
三箇の比較星を使って居る・近年は以前程
熱心ではな）・．今までに約十箇の軌道の確
定したものを登記した．
　研奮室より．豊野の13センチ寓眞鏡玉
は2月末着手して3月10日頃までに前部を，
3月末までに後難を完成の豫定8面磨くカ・
ら大仕事である・4月早々には20センチ鏡を
一個磨く豫定である．器械が完備したから
依頼を受けたものは全部引受けて居る．
　11センチ温点の磨直レ自作の1！センチ
窺眞レンズは第二面の極端なフイギユアー
リングの際に誤って廻二面を平し其の序に
爲野の像が兜首を鉄）・て居たが2，月19，20B
の二Bに第二面を揺り直し，再ブイギユア
ーリングを行った．これで満足に直った・
　筆者の天丼毫に於ける仕事は，30センチ
屈折鏡で行ふ赤道儀襯測であって眼親と爲
眞と爾方兼ねて居る・彗星の方を圭icして
居るので眼裏的に測微観測をする外附屡の
F3鏡で彗星の尾を槻測する・彗星は槻乱す
るものがなくて時々暇な事が多いので小遊
星の方を從にして11センチ寓眞レンズで位
置及び光度の二二して居る・ユ1センチ玉は
自作のもので13等以下のものが平均田平兼
ねるので能率が少々悪）・が廣角の黒占ではシ
メイス天文毫の12センチテツサー玉と等し
い仕事をして居る．推算誤差の大きいもの
或は新小遊星等は眼狂的に測微槻1艮IIをする・
槻郷帳の記事は以上の仕事1から産れるもの
である．
　何れも移動するも④は臨機懸憂の塵置を
要するもので，花山で開業早々は仲々むつ
かしかったが近頃大分なれた・
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